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今
年
の
公
民
館
ま
つ
り
も
昨
年
同
様

に
規
模
を
縮
小
し
て
、
十
一
月
十
二
日

(

土)

、
十
三
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
館
者
は
計
八
百
五
十
名
で
し
た
。 

一
日
目
は
「
作
品
展
」
が
メ
イ
ン
と
な

り
、
公
民
館
利
用
団
体
が 

は
が
き
絵
や

ペ
ン
習
字
、
書
道
、
ク
ラ
フ
ト
・
手
芸
の

展
示
を
し
た
他
、
一
般
で
募
集
し
た
絵

や
創
作
物
も
展
示
し
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
一
日
目
の
内
容
に
加
え

「
花
や
野
菜
・
手
芸
品
の
販
売
」「
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
子
供
向
け
に
「
昔
遊

び
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
ま
つ
り
で
は

初
開
催
と
な
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ

こ
（
神
野
区
企
画
）」
で
は
、
多
く
の
子

供
達
が
集
ま
り
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。 来

年
は
更
に
規
模
を
拡
大
し
て
、
少

し
ず
つ
元
の
「
公
民
館
ま
つ
り
」
に
戻

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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七
月
十
六
日
（
土
）
鹿
嶋
市
と
合
同
で

「
鹿
島
地
区 

避
難
訓
練
」
を
行
い
ま
し

た
。
感
染
症
対
策
の
為
、
各
地
区
約
３
名

の
人
数
制
限
を
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。 

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避

難
指
示
放
送
の
後
、
公
民
館
に
避
難
。
感

染
対
策
を
講
じ
た
受
付
・
避
難
所
状
況

報
告
の
後
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
で
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
や
感
染
予
防
テ
ン
ト
の
設
営

を
し
ま
し
た
。
外
で
は
発
電
機
を
使
用

し
た
井
戸
水
の
汲
み
上
げ
、
防
災
倉
庫

備
蓄
品
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
最
後
は

非
常
食
の
作
り
方
を
見
学
し
、
持
ち
帰

り
用
に
備
蓄
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
を
地
区
へ
持
ち
帰
り
、
日

頃
よ
り
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
！ 

  

六
月
十
九
日
（
日
）
ま
ち
づ

く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
、
第
三
十
一
回
「
鹿
島
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
の
多
い

大
会
で
し
た
が
、
七
地
区
八
チ

ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
三

年
ぶ
り
の
大
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。 
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鹿島公民館まつり 11 月 12 日(土)・13 日（日） 


